
教 科 名 
生産システム創造実験Ⅰ 

(Creative Experiments in Production System Engineering I ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 共通 履修 2 単位 必修 
後期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】   （内線  ，E-mail:  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

基本的な機械メカニズム（リンク，クランク，カム），センサによるトランジスタ回路を用いたモータ

制御，周辺機器接続制御用ICであるPICの機能および活用方法に関するスキルを身に付ける. 

与えられた共通課題もしくは独自の課題を設定し，その課題を解決するための創造物の製作を

グループ単位で行うことができる. 

 

学校教育目標 A, B, C, E, F  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 なし 

補助教材等 各教員によるテキスト，文献など （担当教員の指示を受けること） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   30 10 30 20 10 100 

知識の基本的な理解   30  15   45 

思考・推論・創造への適用力     15   15 

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
      10 10 

プレゼンテーション力    10    10 

主体的・継続的な学習意欲      20  20 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

第２週～７週では３つの班に分かれ，班ごとに３パートの演習課題に取り組む（ローテーションする）． 

第９週～15 週では少人数グループを編成し，提示された課題に対する作品の製作を行う． 

 

以下５項目により評価する． 

パート別演習（第 2～7 週目）で課せられる「レポート」により評価する 

成果発表会（第 15 週目）における「口頭発表」でプレゼンテーション力を評価する 

製作(第 9～13 週目)と発表用スライド作成(14 週目)と発表会(15 週目)で「成果品・実技」を評価する 

製作(第 9～13 週目)の報告書により「ポートフォリオ」の評価を行う 

グループディスカッションと企画書(第 8 週目)によりコミュニケーション力を評価する 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

 

授業計画，到達目標，評価方法の説明と緒注意を聞

き，取り組む姿勢を理解する．  

2 

３班に分かれて，演習を行う．（２～７回） 

 

機械のメカニズム（リンク，クランク，カム）に

関する演習 

 

 

 

機械部品の形状や配置により，それら相互の相対運

動がどのようになるのか，原理を理解する． 

 

 

3  

4 
 

半導体素子を使ったモータ制御の演習 

 

トランジスタ回路のスイッチング動作を応用して，モー

タを ON/OFF 制御させることができる． 

 

5  

6 

 

PIC（Peripheral Interface Controller）を用

いた基本的回路の製作 

 

周辺機器接続制御用 IC である PIC の機能および活用

方法について理解し，各種センサや素子の入出力制

御方法の基礎を理解する． 

 

7  

8 

ガイダンス，グループ編成，課題説明 提示された課題を理解し，ブレーンストーミング手法に

よるグループディスカッションにより，明確な目標設定

を行う． 

企画書（実験計画書）が作成できる． 

 

 

9 

 

製作（９～13 回） 

 

 

企画書に基づき，実験を実施できる．週毎の実験の進

捗状況を確認し，グループ内での議論を深めながら，

計画の遂行に努力できる．また，目標実現に向けた実

験計画の適正な修正ができる． 

 

10  

11  

12  

13  

14 

 

発表用スライド作成 

 

プレゼンテーションに必要な資料を作成できる．  

15 成果発表会 
実験成果を他者にわかりやすく説明でき，討論するこ

とができる． 
 

総 学 習 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 情報ネットワーク基礎 （ Basic Computer Networking ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学 共通 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小山 慎哉   （内線 6452，   E-mail: oyama ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

社会インフラの一つである、情報通信ネットワークの仕組みの基礎を習得することを目標とする。具体的に

は、プロトコルの階層化の概念を理解し、プロトコル体系の一つであるTCP/IPプロトコルスイートの標準的な

技術について理解しているレベル、およびコンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威、およびそれに対す

る代表的な対策について説明できるレベル、さらに小規模ネットワーク（家庭内、研究室内など）の設計およ

び構築ができ、ネットワーク利用におけるトラブルシューティングができるレベルを到達レベルとする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント教材 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 60  10     70 

思考・推論・創造への適用力 20  10     30 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

成績評価方法は以下の通りである。 

総合評価＝前期中間試験(20%)＋前期末試験（20%）＋後期中間試験(20%)＋学年末試験（20%） 

＋レポート（2 回各 10%、計 20%） 

「知識の基本的な理解」は、定期試験、レポートにおける基礎問題として評価する。 

「思考・推論・創造への適用力」は、定期試験、レポートにおける応用問題として評価する。 

2 進-10 進-16 進などの基数変換をよく使用するので、復習し計算方法を習得しておくこと。 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス (2h) 全体の流れを理解できる。  

2 ネットワークの基礎(2h) ネットワークの基本的な内容について理解できる。 

 3 
OSI 参照モデル(2h) (コア V-D-6 情報通信ネ

ットワーク) 

プロトコルの階層化、カプセル化の概念を理解できる。 

4 ネットワークサービス(2h) ネットワークサービスモデルについて理解する。 

5 
アドレス体系(2h) (コア V-D-6 情報通信ネット

ワーク) 

IP アドレス、MAC アドレスについて理解する。 

 
6 アプリケーション層プロトコル(4h)(コア V-D-6

情報通信ネットワーク) 

アプリケーション層プロトコルを理解する。 

7 

8 前期中間試験 

9 返却・解答解説 (2h)  

 
10 DNS(2h) (コア V-D-6 情報通信ネットワーク) DNS の機能について理解できる。 

11 信号の伝送(2h) 信号伝送方式、および通信方法について理解できる 

 
12 ケーブリング(2h) ネットワークケーブルの種類と仕組みを理解できる。 

13 データリンク層プロトコル(1) (4h) (コア V-D-6

情報通信ネットワーク) 

イーサネット、トポロジ、衝突検知機能を説明できる。ま

た、イーサネットフレーム、レイヤ 2 メディアを理解できる。 

14 

 前期期末試験  

15 返却・解答解説 (2h)   

16 ルーティング(2h) ルーティング、ルータの役割について理解できる。 

 
17 ルーティングプロトコル(2h) ルーティングプロトコルの種類について理解できる。 

18 アドレッシング(4h) IP アドレスの構造、サブネットマスクの機能、およびサブネ

ット化に関する知識を理解できる。 

 
19 

20 TCP/UDP(4h) (コア V-D-6 情報通信ネットワ

ーク) 

トランスポート層プロトコルである TCP と UDP の機能の違

いについて理解できる。 

21 

22 アドレス拡張(2h) IPｖ4 枯渇問題、CIDR、NAT、IPv6 について理解できる。  

23 後期中間試験  

24 返却・解答解説 (1h)、ブロードバンド(1h) 光回線などブロードバンドの種類と仕組みを理解できる。 

 
25 

セキュリティ(2h) (コア V-D-8 その他の学習) コンピュータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威お

よびそれに対する代表的な対策について説明できる。 

26 モバイルデータ通信(2h) LTE などモバイルデータ通信技術を理解できる。 

 
27 無線 LAN(2h) 無線 LAN の規格や周波数帯、干渉などを理解できる。 

28 ネットワーク設計(4h) 家庭や研究室など小規模ネットワークの設計ができる。 

29 

 学年末試験  

30 返却・解答解説 (2h)  
 

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 論理回路（Logic Circuits） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 共通 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

はじめにデジタル回路の基礎となる基本論理ゲートや論理式の簡化の手法について学習し、つづいて組

み合わせ回路の設計法について学ぶ。次に、順序論理回路の基礎となるフリップフロップについて学習し、

レジスタや係数回路の設計法を習得する。 

各種組み合わせ回路や各種順序回路の働きについて理解し、説明できる。また、専門分野の課題を解決

する為に、これら論理回路の知識を使い分析と設計ができる。 

学校教育目標 B F 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
  

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90  10     100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力 20  10     30 

汎用的技能 20       20 

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

必要とされる予備知識：基数変換や補数演算等について完璧に理解し説明できるとともに、計算方法を習得しておく

こと。 

関連する科目： 論理設計 

定期試験の評価方法：各定期試験の割合は、前期中間 10％、前期期末 20％、後期中間 30％、後期期末 40％で

合計 100％とする。 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 １．ガイダンス ・科目の位置付・必要性・到達目標・留意点が理解できる  

2 ２．基本論理ゲートおよび 基礎的論理ゲート

の働きとブール代数の基礎   

・基礎的論理ゲートの働きについて理解し、説明で

きる。 

・ブール代数の諸公式を活用できる 

 
3 

4 ３．加法標準形と乗法標準形 ・加法標準形と乗法標準形について理解し、説明で

きる。 

 

 
5 

6 ４．論理式の簡単化 ・簡単化の必要性について理解し、説明できる。 

・カルノー図を用いた論理式の簡単化手法を習得す

る。 

 
7 

8 前期中間試験  

9 ５．各種組み合わせ回路の設計 ・組み合わせ回路の基本構造について理解する。 

・各種組み合わせ回路の働きを理解し、 説明でき

る。 

・基本論理ゲートを組み合わせて、各種組み合わせ

回路を設計できる。  

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 
答案返却・答案解説 問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解で

きる。 
 

16 ６．各種フリップフロップの動作 ・各種フリップ・フロップの動作を理解し、説明で

きる。  
17 

18 ７．非同期型順序回路の設計 ・順序論理回路の基本構造について理解し、説明で

きる。 

・順序論理回路の一般的モデルを理解し、説明でき

る。 

・各種非同期型順序回路の分析と設計ができる。 

 19 

20 

21 ８．状態遷移図 ・状態遷移図・状態遷移表・励起表ついて理解し、

説明できる。 

 

 
22 

23 後期中間試験  

24 ９．同期型順序回路の設計 

同期型回路の分析と設計 

各種同期カウンタ 

   タイミング図からの設計 

   レジスタの働きと構造 

・各種同期型順序回路の分析と設計ができる。 

・各種レジスタの働きについて理解し、説明できる。 

・各種シフトレジスタについて理解し、説明できる。 

・各種シフトレジスタの分析と設計ができる。 

 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験  

30 
答案返却・答案解説 ・問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解で

きる。 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 要素製図 (Machine Element Drawing) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 機械コース  1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】古俣和直   （内線 6411  ，E-mail: furumata  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

機械要素(ねじ，軸，軸継手，歯車など)についての基礎知識を習得する． 

機械要素を表現するための基礎知識であるＪＩＳ製図規格を習得し，CAD により作図すること

ができる． 

図面が機械系技術者の情報伝達手段として重要であることを意識し，正確な図面作成を心がけ，

後に行う設計製図の基礎能力を養う． 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
最新 機械製図（実教出版） 

 

補助教材等 
自作プリント 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合     100   100 

知識の基本的な理解     90   90 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲     10   10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

図面は技術者間の製品情報伝達に重要であるため正確に作成することを心がける．また，実際の作図では指示

を待つのではなく各自どんどん進めることが必要である．作図演習においては課題を写すだけでは意味が無い，

まして他人のまねばかりしてはいけない．作図するときは実際にそのものを加工する側にたった図面を作図す

る必要がある．そのため工作実習による各パートの加工工程を十分に理解し，考えながら作業することが重要

である． 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス 

 

機械要素の製図（ねじ・ボルトナット）

学習意義・評価方法について理解する 

 

ねじ，ねじ部品についての種類，表記法を理解し，

実際に作図できる 

 

2  

3  

4 

機械要素の製図（軸およびキー・ピン）
歯車などを軸に固定するキー・ピン等と軸について

の種類，表記法を理解し，実際に作図できる． 

 

5  

6 

機械要素の製図（軸継手） 
回転軸の接合に使用される軸継手に関して，種類，

用途を理解し，実際に作図できる． 

 

7  

8 

機械要素の製図（軸受） 
軸を受ける軸受けに関して，種類，用途を理解し，

実際に作図できる． 

 

9  

10  

11 

機械要素の製図（歯車） 
歯車の各部名称，寸法の算出方法を理解し，実際に

作図できる． 

 

12  

13  

14 

歯車の転位係数，転位量 
歯車の転位係数，転位量を求める方法を理解し，算

出することができる． 

 

15  

総 学 習 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 工業力学 （Engineering Mechanics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第３学年 生産システム工学科 機械コース 履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 未定  （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

機械工学で必要とする力学の基礎知識である物体の運動に関する基本法則を理解し，実際の機械や機構

の力学に関する基礎的な問題を解くことができることを目標とする 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 新編機械工学講座８ 鈴木，遊佐，野沢著 工業力学 コロナ社 

補助教材等 
  

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

数学や物理などの基礎知識に基づき，動力学の基本原理を理解したうえで基礎的な事柄に関して定量的な計算が出来るよう

にすることを目標としている．第 1 学年および第 2 学年で履修した「物理」，「数学」，「工業力学基礎」の内容を基本としている

ので，これらの内容を復習し，十分理解しておく必要がある．また，各授業内容は継続的な内容であるため，各回の授業内容

についてしっかりと予習・復習することが必要である． 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 学習意義，授業計画，評価方法，諸注意を理解する  

2 直線運動 速度，加速度を理解できる  

3 曲線運動 曲線運動の速度，加速度を理解できる  

4 円運動 円運動を理解できる  

5 放物運動 放物運動の計算ができる  

6 運動の 3法則 ニュートンの運動の 3法則を理解できる  

7 運動方程式 運動方程式を理解できる  

8 中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて正しい解答を理解できる  

10 慣性力 慣性力および遠心力を計算できる  

11 回転運動 回転運動，回転体のつりあいを理解できる  

12 仕事・エネルギー 仕事とエネルギーを理解し，計算できる  

13 動力 動力を理解し，計算できる  

14 運動量と力積 運動量の変化と力積を知る  

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて正しい解答を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 設計製図Ⅰ（Machine Design & Drawing） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 機械コース 履修 2 単位 必修 
後期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 本村 真治   （内線 6409，   E-mail:honmura） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
設計製図に関する基礎的事項について、自らの専門分野や課題のなかで応用を試みるレベルを目指す。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 未定 

補助教材等 
プリントを配布する． 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合     100   100 

知識の基本的な理解     60   60 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能     20   20 

態度・志向性(人間力)     10   10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
    10   10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

事前に行う準備学習： 

工学リテラシーおよび工学基礎実験の学習内容（特に製図および加工法）について十分復習しておくこと。 

学習上の留意点： 

積極的に課題に取り組むこと。 

関連する科目： 

工学リテラシー、工学基礎実験、要素製図、設計製図Ⅱ 

学習上の助言： 

課題提出の締め切りを厳守すること。提出締め切り日を過ぎた提出は認めない。 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

 

 

学習意義，授業計画，評価方法を理解し学習に生かすこ

とができる． 

 

 

2 
 

１．歯車ポンプ 

 １) スケッチ 

 2) 組立図作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯車ポンプの原理と構造を理解し、説明できる。 

 

歯車ポンプのスケッチをもとに、組立図を作成できる。 

 

3  

4  

5  

6  

7  

 （中間試験はない）  

8 

２．ネジジャッキ 

 １） 構想設計 

 ２） 詳細設計 

 ３） 組立図作成(3D モデリング) 

 ４） 部品図作成 

 

 

 

 

 

 

・ネジジャッキの原理および構造を理解し、説明できる。 

・JIS 規格に基づいてネジジャッキの基本構想を行い、設

計計画書としてまとめることができる。 

・ネジジャッキの主要部品について強度計算を行い、設

計書としてまとめることができる。 

・設計書に基づいて、3D-CAD によるモデリングができる。 

・製図法および加工法を理解し、各部品の製作図を作成

できる。 

 

 

 

 

9  

10  

11  

12  

13  

14  

 期末試験  

15 課題提出指導 課題の不備を理解し修正できる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 機械設計法Ⅰ（Machine Design Method I） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 機械コース  2 単位 選択 
前期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】中村尚彦 （内線 6404，E-mail:nakataka  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

機械システムおよび締結用機械要素について、構造・機能を理解したうえ、JISその他の設計資料を

十分に活用し理論と実際から使用目的に適した構造、材料を求めるための知識を習得する。複雑な

問題の中で、課題解決のために複数の解決手法を考案し、その中から合理的・経済的な設計の選択

に知識を適用できるのが到達レベルである。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
未定 

 

補助教材等 
未定 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 80 20      100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点 

・前回までの講義内容を前提とするので、既習の事項を十分に理解した上で授業に臨むこと。 

・特に口頭による説明、板書に注意して要点を逃さないよう集中して講義に臨むこと 

関連する科目 

・（全学科共通専門基礎科目）工学基礎実験における機械分野 

・（学科共通専門基礎科目）ものづくり総合実習基礎における機械分野および力学基礎 

学習上の助言と事前準備 

本講義の学習内容は全てコアであることを意識して学習すること。日頃より機械システムおよび締結用機械要素に関心をもち

使用される環境等をよく観察しておくと理解が深まる。また、関連する科目について、しっかりと復習をしておくこと。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
0.ガイダンス ・学習の意義と進め方を理解、評価方法について理解する 

 

2 
1.機械設計の基礎（コア） ・機械設計の方法を理解できる 

 
 

3 
1.機械設計の基礎（コア） 

 

・標準規格の意義を理解できる 
 

4 
2.ねじ、ボルト・ナット（コア） ・許容応力、安全率、疲労破壊、応力集中の意味を説明できる。 

 
 

5 
2.ねじ、ボルト・ナット（コア） ・ねじ、ボルト・ナットの種類、特徴、用途、規格を理解できる。 

 

6 
2.ねじ、ボルト・ナット（コア） ・ボルト・ナット結合における締付トルクを計算できる 

 
 

7 
2.ねじ、ボルト・ナット（コア） ・ボルトに作用するせん断応力、接触面圧力を計算できる 

 

8 中間試験 

9 
試験返却・解答解説 

3.軸と軸継手（コア） 

試験を通じて、理解不足な項目を再認識し、今後の学習に活用できる 

・軸の種類と用途を理解できる 
 

10 
3.軸と軸継手（コア） ・軸の強度、変形、危険速度を理解できる。 

 
 

11 
3.軸と軸継手（コア） ・キーの強度を計算できる 

 

12 
3.軸と軸継手（コア） ・軸継手の種類と用途を理解できる 

 
 

13 
4.軸受（コア） ・滑り軸受の構造と種類を説明できる 

 
 

14 
4.軸受（コア） ・転がり軸受の構造、種類、寿命を説明できる 

 

 期末試験 

15 試験返却・解答解説 試験を通じて、理解不足な項目を再認識し、今後の学習に活用できる  

総 学 習 時 間 数 
90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

予習・復習 （30） 

小テスト・定期試験の準備 （37.5）

 （） 

 （） 

 



教 科 名 材料力学Ⅰ (Strength of Materials Ⅰ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
機械 

コース 
履修 1 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】  川上 健作  （内線，6410 E-mail: kawakami）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

材料の強度計算や機械的特性などの機械設計においての基礎知識を習得する．また，設計や材料試験に

おける力学計算，データの読みとりなどの基礎技術を身につける．これらの知識を機械の専門分野の中で

提要できることを到達レベルとする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 基礎材料力学， 小泉 堯 監修， 養賢堂 

補助教材等 
S. Timoshenko, D.H. Young, Elements of Strength of Materials, Van Nostrand Reinhold 

Company 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭

発表

成果品 

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 80 20      100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

機械設計の基礎となる材料力学の高度な専門知識を習得するために，この学年では理論としての基礎知識と力学計算の演

習を通して学習します．材料力学では一般的に文字による理論式に数値を代入して計算を行いますが，式を覚えるだけでなく

その理論を理解するようにしてください．2 年生で履修した「力学基礎」の材料力学の内容を基本としていますので，その内容

を復習しておいてく必要があります．また，各授業内容が継続的な内容となるため，各回の授業内容についてしっかり復習す

ることが必要です． 

 

 

 

※本講義で扱う内容はすべてコアである．機械系の卒業生として習得していて当然の知識として期待されることに留意してほ

しい． 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（0.5h） 

斜断面上の応力（1.5h） 

 

・軸線と傾きを持つ断面に作用する応力が計算できる 
 

2 
引張と圧縮 

・真直棒（2h） 

・断面が変化する棒について応力と伸びを計算できる 

・棒の自重によって生じる応力とひずみを計算できる 
 

3 

・不静定問題（4h） 

 

・両端固定棒や組合せ棒などの不静定問題について，応

力を計算できる 
 

4 

5  ・熱応力（2h） ・線膨張係数の意味を理解し，熱応力を計算できる  

6 

ねじり（4h） 

・ねじりを受ける丸棒のせん断ひずみとせん断応力を計

算できる 

・丸棒および中空丸棒について，断面二次極モーメントと

極断面係数を計算できる 

・軸のねじり剛性をの意味を理解し，軸のねじれ角を計算

でき知る 

 

7 

8 中間試験  

9 
試験返却，解答解説等（1h） 

曲げ（1h） 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・はりの定義や種類，はりに加わる荷重の種類を説明でき

る 

 

10 

せん断力と曲げモーメント（4h） 

 

・はりに作用する力のつりあい，せん断力および曲げモー

メントを計算できる 

・各種の荷重が作用するはりのせん断力図と曲げモーメ

ント図を作成できる 

 

11 

12 図心と断面一次モーメント（2h） ・各種断面の図心を計算できる  

13 

断面二次モーメント（4h） ・各種断面の断面二次モーメントを計算できる  

14 

 期末試験  

15 試験返却，解答解説等（2h） ・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 機械工作実習Ⅱ 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 機械コース  2 単位 必修 
4 時間/週 

前期 
60 時間 

担 当 教 員 

【常勤】 （内線， E-mail: ----@hakodate-ct.ac.jp）  

生産システム工学科： 

近藤 司（6402, kondo） 

技術教育支援センタ 

高橋一英(6338)，藤巻孝之(6338)，石田豊(6338)，阿部努(6338) 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

第２学年までで行った基本的、応用的実習の上に、さらに高度な各種工作法を上積みし、創造力と実

践力を身につける。機械工作のみならず、精密工作・生産工学、品質管理・材料学といった専門的技

術に関する基礎知識を得る。情報処理技術を活用してNC工作機械の工具経路生成法および加工方法を

習得できる。実践的成果を文書にまとめることができ、また技術的問題を整理しその解法を正しく説

明する能力を養う。それぞれの実験・演習の概念や方法の意味を理解し，それらの知識を必要に応じて活

用できる（理解レベルLevel2）ことを目標とする。 

学校教育目標 A, B， C 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
プリント 

 

補助教材等  安全手帳，Webclass (e ラーニング)，CAD 演習室，実習工場使用 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   40 10 50   100 

知識の基本的な理解   40 10 25   75 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)     25   25 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

作業には危険が伴うので，指示に従い，安全な服装（作業服）で作業すること。報告書はパート毎の提出とする．ただ

し，実習内容の理解を深めるため週毎にまとめること。工作機械使用時，使用前の点検，使用後の清掃をきちんと行う

こと。 

レポート(実習報告書 40%)，実習への取組姿勢(25%)，製作品検査および小テスト(25%)，技術面接(10%)とし，4 パート平

均で評定する．ただし，１パートでもレポートが提出されない場合は，学年末におけるレポートの評点をゼロとする． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（コア） 実習内容および安全な作業方法を説明できる 

 

2 

 

3 

 

 

4 

 

 

1. 歯車加工 

1) 歯車一般についての学習 

2) 歯車形削り盤、ホブ盤による歯切り作業

 

2. NC 旋盤加工（コア） 

1) NC 旋盤の機能について学習 

2)スタンプ持ち手部分の NC 加工 

・歯切り加工法を理解し、歯切り作業ができる 

・歯切り法の分類ができる。 

・切削速度、切削時間の計算ができる。 

 

・NC 旋盤の機能を理解し説明できる。 

・工具の動きを理解し、プログラミングができる。 

・制御装置の取り扱いを理解し、加工作業ができる。 

 

5 

 

6 

 

 

 

7 

 

3.手仕上げ作業(スターリングエンジン部品

加工) （コア） 

1)ボール盤による穴あけ加工 

2)リーマによる穴の仕上げ加工 

3)組み立て・調整作業 

4)製品検査法 

 

4. 有機溶剤作業の安全学習 

1) スターリングエンジン部品の塗装作業 

 

・平面に対する穴あけ加工および，タップ，リーマ加工を行

うことにより手仕上げ加工の理解を深める。 

・リーマおよびアジャスタブルリーマ加工の理解を深める。 

・組立作業を行うことにより，調整との関連の理解を深める。 

・製品検査の必要性を理解し、３次元測定機による製作 

品の品質検査、精度検定ができる 

 

・有機溶剤作業を理解し、安全に塗装作業ができる。 

 

 

8 

 

9 

 

 

10 

 

5.鋳造作業（スターリングエンジン部品加

工) （コア） 

1)フルモールド鋳造法（アルミニウム） 

2)生型鋳造法（鋳鉄） 

3)中子製作 

 

4)造形機械による鋳型製作 

 

 

・鋳造作業を通して、型技術によるモノ作りの理解を深め

る。 

・発泡ｽﾁﾛｰﾙ模型を用いた鋳型の作成、鋳込みができる。 

・鋳物砂の種類を理解し、生砂を用いて鋳型を作成し、鋳

物が作成できる。 

・分割模型および CO2 法による中子の製作ができる。 

・砂型の作成手順を理解し、モールディングマシン（造型

機）による造型法を理解し、その作業ができる 

 

 

11 

 

12 

 

 

 

13 

 

6. 立体形状加工法（コア） 

1) CAD/CAM システムを用いた仕上げ加工

2) 粗加工プログラムの追加 

3) 仕上げ加工 

 

 

 

7. 立体形状測定法 

1)加工物の 3 次元座標測定 

 

・立体形状加工方法の種類・概要が理解できる。 

・2 種類（等高線、走査線）工具移動モードによる仕上げ面

性状の違いが理解でき説明できる。 

・粗加工の必要性を理解し、粗加工用の工具経路を考案し

プログラムを追加できる。 

・粗加工、仕上げ加工を行い、粗加工の効果を理解し説明

できる。 

・立体形状測定法の種類・概要が理解できる 

・３次元測定機を用いた形状測定法が理解できる。 

・加工物を測定し、加工誤差を理解できる。 

 

 

14 

 

8.補助技術 

1)平面研削・研磨作業 

2)溶接作業（コア） 

 

・平面研削盤作業を通して砥石による研削、および・研磨

機械の操作を通して研磨作業の理解を深める 

・アーク溶接の原理を理解し、アーク溶接機、アーク溶

接器具、アーク溶接棒の扱い方がわかる。 

・アーク溶接の基本作業ができる。 

 

 

 

15 

 

 

9.補助技術 

1)鍛造作業 

2)技術面接 

 

・エアハンマ作業を通して鍛造作業の理解を深める。 

・各授業項目内容において、整理し正しく説明できる。 

 

 

 



教 科 名 電気電子計測 I （Electrical and Electronics Measurements I） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
電気電子 

コース 
履修 1 単位 必修 

2 

時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 未定   （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

本講義では計測と誤差，単位の定義と標準，電気計器の一番基礎となる可動コイル型の電流計とその応用

計器，そして抵抗測定法の基礎について学習する．実社会への適用レベルに向けて，これらの内容につい

て基礎的な用語や知識を理解し，説明できるレベルを到達目標とする．後の電気電子コースの科目ではこ

れらの知識を複合させて適用しなければならないので基礎をしっかり養って欲しい． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 電磁気計測 岩崎 俊著 コロナ社 

補助教材等   

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 20 20     100 

知識の基本的な理解 45 15 20     80 

思考・推論・創造への適用力 15 5      20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の内容は電気工学技術者としてはきわめて基礎的内容であるが、それゆえに必ず習得しているべき重

要な内容である。例題や課題は、授業内容の理解のカギとなるのでしっかり取り組むこと。本科目で扱う内容

は電気電子個計測 II，計測システムと綿密につながっていく事を忘れないで欲しい． 

 

◎授業中の携帯電話の使用や居眠りは最終評価点から 3点/回の減点をするので注意せよ。 

◎写しと判断した課題は誰がオリジナルであろうともすべて 0点とするので注意すること 

◎達成度評価における｢小テスト｣は「直流回路解析に関する確認テスト」のことである 

◎課題点は課題総得点を 100 点満点に換算し，その 20％を用いる 

 

※本科目で扱う内容はすべてコアであり，企業や大学からは高専の電気電子系出身者は習得している項目と判断されるので

しっかり学んで欲しい． 

※本講義を受講するに当たり，電気回路基礎，電気回路 I の内容を復習しておくこと 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(0.5h) 

 

1．計測の基礎 (7.5h，コア) 

・測定の重要性と測定法の種類 

・測定誤差と統計処理 

 

・誤差の伝播、例題演習 

・測定値の処理、例題演習 

・最小自乗法による曲線の当てはめ 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留

意点 を理解できる 

 

・測定法の種類の特徴を理解できる 

・測定誤差と平均、ばらつきなどの統計処理を理解で

きる 

・演算による誤差の伝播の仕方を計算できる 

・平均、標準偏差、グラフ描画などの処理ができる 

・最小自乗法による曲線の当てはめを理解できる 

 

2 

3 

4 

5 

2. 単位と標準(コア) 

 ・SI 単位系 

 ・単位の定義、標準， 

トレーサビリティ 

・国際単位について理解できる 

・いくつかの単位の定義や標準器を理解できる 

・国家標準へのトレーサビリティの流れを理解でき

る 

 

6 
3. 電気計器(コア) 

・指示計器一般、計器の誤差 

・テブナンの定理、例題演習 

・電流計の設計 1 

・指示計器の分類、計器の誤差を列挙ができる 

・電圧源等価回路を作成し、テブナンの定理を理解

できる 

・多重範囲型電流計を設計できる 

 

7 

8 中間試験  

9 答案返却(0.5h) 

 

(電気計器 続き，5.5ｈ，コア) 

・電流計の設計 2、例題演習 

・直流回路解析に関する確認テスト 

・負荷効果、例題演習 

・電圧計の設計、例題演習 

・間違った問題の正答を求めることができる 
 

・エアトン型多重範囲型電流計を設計できる 

・確認テスト)テブナンの定理とキルヒホッフの法

則に関すること 

・電流計の負荷効果を計算できる 

・電圧計の設計ができ、負荷効果を計算できる 

 10 

11 

12 

4. 抵抗の測定(コア) 

 ・抵抗について 

・抵抗計 

・ブリッジによる抵抗測定 

・低抵抗の測定 

・抵抗値のカラーコードを読める 

・直読型抵抗計を設計できる 

・ブリッジの平衡により抵抗を測定する原理を理解

できる 

・4端子測定による低抵抗測定を理解できる 

 13 

14 

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 電気磁気学 II (Electromagnetism II) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 電気電子コース  2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】  湊 賢一  （内線 6427， E-mail:  minato）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

電気磁気学IIでは，電流による磁界，電磁力，電磁誘導，インダクタンスなどの関係を理解し，計算できる事

を到達目標レベルとして設定する．  

 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
電気磁気学（石井良博著，コロナ社） 

 

補助教材等 
適宜プリント配布 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 60  10     70 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

○学習上の留意点および助言： 

 ・公式や解法の暗記に偏ることなく，概念（イメージ）を持つように努力する事を心がけること． 

 ・必ず問題を解く復習をし，問題を解く能力を修得するとともに，理解度を自己チェックすること． 

 ・上学年の授業との関係に留意し，目的意識を持って学習する事． 

○関連する科目： 物理，電子工学，電気電子材料 

○事前の準備 ： 中学校で履修した理科ならびに第１学年の工学リテラシー科目（電気電子コース），第２学年前期の電気

磁気学基礎，第２学年後期の電気磁気学 Iについて，十分に復習した上で授業に臨むこと． 

○評価方法  ： 各期の評定は定期試験 80%，レポート課題等 20%により評価する．最終成績は各期の成績の平均により評

価する．各期の学習成果を定期試験により評価し，それを「知識の基本的な理解」および「思考・推論・

創造への適応力」として評価する．復習の成果をレポート課題等にて評価し，それを「知識の基本的な理

解」および「態度指向性（主体性，自己管理）」として評価する． 

◎授業中の居眠りおよび携帯電話等の使用については，最終成績から 3 点／回の減点を行うので，十分に注意すること． 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス(0.5h) 

磁極，磁化，透磁率，磁束密度(3.5h，コア) 

授業内容・評価方法・スケジュール，関連分野の紹介 

磁極，磁化，透磁率，磁束密度を計算できる． 
 

2  

3 右ねじの法則，アンペアの法則(4h，コア) 右ねじの法則，アンペアの法則を用いて，電流による磁

界を計算できる． 
 

4  

5 ビオサバールの法則，磁気回路(6h，コア) ビオサバールの法則を用いて，電流による磁界を計算で

きる．起磁力，磁気抵抗を導出し，磁気回路を用いて磁

束を計算できる． 

 

6  

7  

8 前期中間試験  

9 試験返却・解答解説等(2h) 間違った問題の正答を求める事ができる．  

10 電磁力，電磁誘導の法則(10h，コア) 磁界中の運動する荷電粒子に働く力を計算できる． 

ファラデーの電磁誘導の法則により起電力を計算できる． 

 

 

11  

12  

13  

14  

 前期期末試験  

15 試験返却・解答解説等(2h) 間違った問題の正答を求める事ができる．  

16 渦電流，表皮効果(2h) 渦電流，表皮効果について説明できる．  

17 相互インダクタンス，自己インダクタンス(6h) 相互誘導，自己誘導について説明し，相互インダクタン

ス，自己インダクタンス，結合係数を計算できる． 
 

18  

19  

20 

インダクタンスの接続と計算(2h) インダクタンスの直列・並列接続による合成インダクタンス

の計算ができる．同軸ケーブル，平行往復線路等の自己

インダクタンスを計算できる． 

 

21 静磁エネルギー(4h) 静磁エネルギー，インダクタンスのエネルギーを計算でき

る．  
 

22  

23 後期中間試験  

24 試験返却・解答解説等(2h) 間違った問題の正答を求める事ができる．  

25 非一様な電界の場における電界と電位(4h) 非一様電界の場における電界から電位，位置エネルギー

の関係を計算できる． 
 

26  

27 静電エネルギー，変位電流(6h，コア) 静電エネルギー密度，コンデンサのエネルギーを計算で

きる．電束密度，変位電流，変位電流による磁界を計算

できる． 

 

28  

29  

 学年末試験  

30 試験返却・解答解説等(2h) 間違った問題の正答を求める事ができる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 電気回路Ⅱ（Electric CircuitsⅡ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学 電気電子 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 柳谷 俊一   （内線 6423，   E-mail: yanagiya  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

電気回路は電気電子工学の根幹をなす欠くことのできない重要な科目であり、他の多くの科目の基礎

となっている。本講義では電気回路についての幅広い知識を身に付け、それらを用いてさまざまな電

気回路の特性を解析できることを到達目標レベルとする。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
電気回路応用入門、山口静夫著、コロナ社 

 

補助教材等 
  

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 80       80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と創造的思

考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

【学習上の留意点】 

交流の知識を前提としているので電気回路Ⅰの履修内容をしっかりと身に付けておくこと。 

【関連する科目】 

電気回路、電子回路、電気機器、電気電子計測、CAD・回路シミュレーション 

【学習上の助言】 

授業は講義と演習を組み合わせて行うので、演習問題がわからない場合はそのままにせず、毎時間の内容をしっかりと

理解することを心がけること。 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス、枝路電流法 枝路電流法を用いて回路解析ができる  

2 ループ電流法（コア） ループ電流法を用いて回路解析ができる  

3 電圧源と電流源の等価変換 電圧源と電流源の特性を理解し、等価変換ができる  

4 テブナンの定理（コア） テブナンの定理を用いて回路解析ができる  

5 ノートンの定理 ノートンの定理を用いて回路解析ができる  

6 重ね合わせの定理（コア） 重ね合わせの定理を用いて回路解析ができる  

7 節点電位法（コア） 節点電位法を用いて回路解析ができる  

8 前期中間試験  

9 答案返却 間違った問題の正答を求めることができる  

10 RL 直列回路の周波数特性 RL 直列回路の周波数特性を説明できる  

11 RC 直列回路の周波数特性 RC 直列回路の周波数特性を説明できる  

12 直列共振（コア） 直列共振現象を説明できる  

13 並列共振（コア） 直列共振現象を説明できる  

14 交流の平均値と実効値（コア） 交流の平均値と実効値を計算できる  

 前期期末試験  

15 答案返却 間違った問題の正答を求めることができる  

16 瞬時電力と平均電力（コア） 瞬時電力と平均電力について説明できる  

17 有効電力と無効電力（コア） 有効電力と無効電力を説明し、計算できる  

18 力率とリアクタンス率（コア） 力率とリアクタンス率について説明できる  

19 複素電力（コア） 複素電力を説明し、計算できる  

20 最大電力伝達の定理 最大電力伝達の定理を理解し、電力の計算ができる  

21 
ベクトル軌跡（円線図） ベクトル軌跡を理解し、回路解析できる  

22 

23 後期中間試験  

24 答案返却、相互インダクタンス（コア） 
間違った問題の正答を求めることができる 

相互インダクタンスの意味を説明でき、回路計算ができる 
 

25 
磁気結合回路と等価回路 磁気結合回路を等価回路で表し、回路の計算ができる  

26 

27 
理想変成器（コア） 理想変成器について説明し、回路の計算ができる  

28 

29 交流ブリッジ 交流ブリッジ回路を解析できる  

 学年末試験  

30 答案返却 間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 電子回路Ⅰ(Electronic Circuits Ⅰ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
電気電子 

コース 
 1 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 高田 明雄 （内線 6428，E-mail: takada）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

トランジスタを中心とした電子素子の基本的な機能およびその等価回路を理解し、電子回路の動作解析を

するための専門的な基礎知識を身に付ける。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 根岸照雄、中根 央、高田英一 共著「電子回路基礎」（コロナ社） 

補助教材等  雨宮好文著「基礎電子回路演習」（オーム社） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 60       60 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

電子回路は、電流源、電圧源、（複素）インピーダンス、リアクタンス、アドミッタンス、フェーザ等というキーワードで表される電

気回路の基礎知識を組み合わせて表現されるが、電子工学のｐｎ接合および数学の微積分の知識を使えば深い理解が得ら

れる。ただし、注意すべきことは、この科目はパズルを解くような視点の思考が必要である。つまり、数学のように基礎の積み

上げで確実に理解が得られる学問ではなく、いくつかの単元を学んだ後、しばらくしてからその意味がわかる場合が非常に多

い。そのため、内容が 100%理解できない単元があったとしても、投げ出さずに繰り返し復習することが大切である。授業内容

の前半部は電子工学との関わりが強く、後半部では電気回路で勉強した基礎知識が必要となる。暗記中心の勉学方法は、上

学年で習う電子回路の理解を妨げるだけであるのでやめるべきであろう。 

 

【事前に行う学習】 

電子工学、特に半導体に関する基礎知識が導入部で要求され、さらに、後半では電気回路の電流源や電圧源について回路

計算の知識、さらには対数、微分、ベクトルあるいは複素数などの数学の知識も必要となる。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス（1h） 
１．半導体素子 
◇ダイオード（コア）（1h） 

授業計画および電子回路の特徴や応用範囲の説明 
pn 接合とダイオードについて説明できる。  

2 

◇トランジスタのモデル（概念） 

  

 

◇バイポーラ・トランジスタ（コア） 

トランジスタの概念を「水道管」における「水流」
を「バルブ」で制御するというモデルと比較して説
明できる。 
 
トランジスタの動作を説明できる。また、電流―電
圧特性について説明できる。 

 

 

3 

4 

◇電界効果トランジスタ（FET）（コア） FET の動作を説明できる。また、電流―電圧特性につい

て説明できる。接合形 FET および MOSFET の動作およ

び電流-電圧特性について説明できる。 
 

5 

6 

２．能動素子の取り扱い方 

◇電圧源，電流源と基本接続 

 

◇小信号等価回路（線形等価回路） 

・接地方式 

電子回路内において交流信号のみに着目した回路、
すなわち小信号等価回路の意味を説明できる。 

 

各種接地ＦＥＴの等価回路を描け、入力、出力それ

ぞれにおける電流および電圧の関係を表現できる 

 

7 

8 中間試験  

9 

試験答案返却・解答解説（1h） 

 

↓（5h） 

◇小信号等価回路（線形等価回路）［続き］ 

・小信号等価回路のｈパラメータ表現 

・ｈパラメータの物理意味 

・バイポーラトランジスタの各種接地方式

および小信号等価回路 

試験問題の解説を通じて自分の理解不足を補う 

 

 

バイポーラトランジスタのhパラメータ表現について理解で

きる。 

トランジスタの特性とｈパラメータとの相互関係および各種

接地回路の等価回路を描くことができる 

 

 10 

11 

12 

３．増幅回路の基礎 
◇動作量の定義、利得のデシベル表示 

 
増幅回路における動作量ならびに利得の定義、利得
のデシベル表示について説明できる 

 

13 

◇バイアス法（コア） トランジスタを使った増幅器におけるバイアス法

を理解し，回路内各部の電流および電圧を求めるこ

とができる。 
 

14 

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて自分の理解不足を補う  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 電子工学 I (Electronics I)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
電気電子 

コース 
履修 1 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山田 一雅 （内線 6430，E-mail: yama）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

結晶における電子の運動と電気伝導の関係や真空中における電子の振る舞いなどの学習に基づい

て、半導体素子の動作原理を理解するための基礎知識を身につけることを目標とする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 西村信雄、落合謙三 共著 「改訂 電子工学」、コロナ社 

補助教材等 S. M. Sze 著 「Physics of Semiconductor devices, 2nd Ed.」 (John Wiley and Sons 出版) 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 演習 レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・「暗記」ではなく「理解すること」を常にここがけること。 

・図を書きながら考える習慣を身に着けるように努力すること。 

◎事前準備：前年次までの化学と物理に関する内容が必要になる。テキストなどを復習しておくこと。 

  



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス (1.0h) 

原子内の電子(5.0h) 

エネルギーバンド構造とフェルミ準位(4.0h) 

 

真性半導体と不純物半導体(2.0h) 

 

 

半導体内の電気伝導(2.0h) 

 

中間試験(2.0h) 

答案返却(2.0h) 

 

 

ホール効果(2.0h) 

 

pn 接合と整流作用(2.0h) 

 

pn 接合の降伏現象(2.0h) 

 

半導体と金属の接触(2.0h) 

 

 

pn 接合の静電容量(2.0h) 

 

期末試験 

答案返却(2.0h) 

 

 

 

・電子工学の概要と評価方法がわかる。 

・エネルギー準位について説明し、計算できる。 

・エネルギーバンドとフェルミ準位、自由電子と正孔につ

いて説明できる。 

・エネルギーバンドを書いて、多数キャリア、少数キャリア

について説明できる。不純物の種類、密度とキャリア密

度の関係を計算できる。 

・ドリフト電流、拡散電流について説明し、計算できる。 

 

 

・試験問題の解説を通じて、正しい解法を理解できる。 

 

 

・ホール効果の原理を理解し、計算できる。 

 

・pn 接合のエネルギーバンドを書き、整流作用を説明でき

る。 

・降伏現象を説明できる。 

 

・エネルギーバンドにより整流作用とオーム接触を説明で

きる。 

 

・空乏層の電界、電位と静電容量の関係を説明できる。 

 

 

・試験問題の解説を通じて、正しい解法を理解できる。 

 

 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

総 学 習 時 間 数 30 時間

 

 



教 科 名 
電気電子工学基礎実験Ⅱ 

 (Fundamentals of Electrical and Electronic Engineering Laboratory II)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
電気電子 

コース 
履修 2 単位 必修 

前期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 

【常勤】 森田 孝（内線 6425，E-mail：morita）  

【常勤】 山村 豊（内線 6439，E-mail：yamamura）  

【常勤】 新任教員（内線 6427，E-mail：    ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

・実験テキストを読んで，その実験テーマの目的と原理を理解できる。 

・目的に応じて測定器を適切に選択して，測定回路を構成し，測定を行うことができる。 

・各実験を通して，各種素子，論理回路，電気回路などの測定方法を習得する。 

・グループ内で実験の内容及び結果について議論できる。 

・論理回路 IC を使用し，与えられた論理条件を満たす簡単なデジタル回路を製作できる。 

・実験結果を報告書にまとめ，決められた期日内に提出することができる。 

学校教育目標 A, B, C, E, F 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 実験テキストを配布する。 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 演習 レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   70    30 100 

知識の基本的な理解   50     50 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能   20     20 

態度・志向性(人間力)       30 30 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・ 事前準備：実験前までに指導書をよく読み，実験の目的および原理，実験方法を理解してから実験に臨む。

・ 常に好奇心を持ち，グループ内で議論をしながら実験を進める。 

・ 実験中に測定結果をグラフにプロットし，結果について考察する。 

・ 報告書の提出期日を厳守する。レポートの提出遅れは，-10 点／日とする。 

・ 服装，身だしなみをきちんとして，事故を起こさないように落ち着いて実験する。 

・ テーマ毎にレポートを提出し、未提出レポートがある場合学年成績を 59 点以下とする。 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス 本授業の到達目標，授業内容，評価方法等について

理解する。 
 

2 
一斉実験１ 

１．半導体の特性測定に関する実験（コア） 

 

トランジスタ，ダイオードの静特性の測定方法を習得す

るとともに，その特性を理解する。 
 

3 

4 
一斉実験２ 

２．コンデンサの過渡現象に関する実験（コア） 

 

コンデンサの特性，およびその充放電特性の測定を通

して，コンデンサの特性と過渡現象を理解する。 
 

5 

6 
一斉実験３ 

３．論理回路に関する実験（コア） 

 

１週目は講義により AND,OR 回路の基本動作を理解

し，２週目で AND,OR 回路の実際の動作について測定

を通して理解する。 

 

7 

8 
以下の４テーマについて，グループごとにロー

テーションで実施する。 

 

４．素子値の測定に関する実験（2 週，8h）（コ

ア） 

 

 

５．交流回路に関する実験１（2 週，8h）（コア） 

 

 

６．交流回路に関する実験２（2 週，8h）（コア） 

 

 

７．電磁力と電磁誘導に関する実験（2 週，8h） 

 

 

 

 

 

自己インダクタンス，キャパシタンス，インピーダンスの

測定法を習得するとともに，その特性を理解する。 

 

 

RL 回路の電流，電圧，電力，力率の測定を通して，

交流回路を理解する。 

 

RC 回路の電流，電圧，電力，力率の測定を通して，

交流回路を理解する。 

 

電磁力とレンツの法則，ファラデーの法則につい

て，測定を通して理解する。 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

総 学 習 時 間 数 60 時間

 

 



教 科 名 情報工学実験Ⅱ （Computer Engineering Laboratory Ⅱ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 
情報 

コース 
履修 3 単位 必修 

通年 

3 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 

【常勤】高橋直樹    （内線 6447， E-mail:   takahasi@hakodate-ct.ac.jp ）  

【常勤】佐藤恵一    （内線 6446， E-mail:keiichi@hakodate-ct.ac.jp ） 

【常勤】今野慎介     （内線 6449， E-mail:   skonno@hakodate-ct.ac.jp ）  

【常勤】新任 B    （内線， E-mail: ） 

 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

これまでの授業で理論的に習得した知識をもとに、各実験テーマに取り組むことを通じて、自発的に取り組

むことを意識付け、知識を確実に身につけることを目的とする。また、実験実習の基礎的な方法を習得しな

がら専門分野の基礎技術を体得し、技術的課題に関して自分の考えをまとめる能力も養う。 

学校教育目標 A  B E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   60  40   100 

知識の基本的な理解   25     25 

思考・推論・創造への適用力   25     25 

汎用的技能     20   20 

態度・志向性(人間力)     20   20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10     10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

1. 感電等の事故を起こさないように細心の注意をはらう。 

2. 実験結果の検討を行う。 

3. 実験中はできるだけ自分達で問題を解決し、応用力を養うと同時に各自の分担作業を責任をもって遂行する。 

4. 測定器の取り扱いには十分に注意する。 

5. 正しい報告書を作成し、提出期限までに提出する。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

前期 

1 
論理回路に関する実験１ 

 

小規模なマイクロコンピュータ・システムにプログラムを

ROM に固定して用いる場合の開発手順について理解す

る 

 2 

3 

4 

ネットワークに関する実験１ 
ネットワーク接続ケーブルの仕組みを理解し、作成するこ

とができる。ルータの基本設定ができる。 
 5 

6 

7 
シーケンス制御に関する実験 

 

プログラマブルコントローラの機能を理解し、シーケン

ス制御のイメージを掴むことができる 
 8 

9 

10 
論理回路に関する実験 2 

 

基本的な論理ゲートを用いた論理回路を構成することに

より、その回路の動作について理解することができる 

 

 11 

12 

13 

ネットワーク実験 2 
ルーティングプロトコルを含めたルータの基本設定が理 

解できる。 
 14 

15 

後期 

16 
論理回路に関する実験 3 

 

フリップフロップを用いた順序回路を構成することによ

り、非同期順序論理回路の動作について理解できる 
 17 

18 

19 

ネットワーク実験 3 
ルーティングプロトコルを含めたルータの基本設定を行

い、簡単なトラブルシューティングができる 
 20 

21 

22 
プログラミングに関する実験 1 

（UNIX 基礎）  実験を行うために必要な基礎コマンドが理解する。 

 プログラムをタイプするだけでなく、ドキュメント

作成し、アルゴリズム設計ができるようにする。 

 １つの課題について複数のアルゴリズムで検討し、

適切な論理設計ができる。 

 課題を通じてプログラムを作成するために必要な論

的思考ができる 

 23 

24 

25 
プログラミングに関する実験 2 

（ソーティング） 
 26 

27 

28 
プログラミングに関する実験 3 

（数値計算） 
 29 

30 

総 講 義 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 アルゴリズムとデータ構造 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学科 情報コース 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 
【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

 未定 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

問題を解くための手順（アルゴリズム）とデータ構造の基礎概念を理解し，例題や演習を通してアルゴリズムを

設計する能力を身につけ，効率のよいプログラムを作成する能力を習得することを到達目標レベルとする。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
未定 

 

補助教材等 
未定 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 60  10     70 

思考・推論・創造への適用力 20  10     30 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

プログラミング入門及びプログラミング基礎で学習した内容を十分復習しておくこと。 

 

関連する科目： 

プログラミング入門，プログラミング基礎，応用プログラミング A，オブジェクト指向プログラミング，プログラミング言語論，オペレ

ーティングシステム，数値解析 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 

2. アルゴリズムの基礎 

アルゴリズムの評価基準 

計算量の漸近的評価 

3. 基本データ構造 I 

スタック，キュー，連結リスト 

木 

4. データの探索 

線形探索，2 分探索 

2 分探索木 

ハッシュ法 

 

 

アルゴリズムの善し悪しについて説明できる。 

アルゴリズムの計算量を説明できる。 

 

スタック，キュー，連結リストについて説明できる。 

木構造について説明できる。 

 

線形探索，2 分探索によるデータ探索を説明できる。 

2 分探索木によるデータ探索を説明できる。 

ハッシュ法によるデータ探索を説明できる。 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 答案返却・解答解説 

5. ソートアルゴリズム 

ソートの定義，バケットソート 

選択ソート，挿入ソート 

ヒープソート 

シェルソート，シェーカーソート 

クイックソート 

間違った問題の正答を求めることができる。 

 

ソートの定義，バケットソートを説明できる。 

選択ソート，挿入ソートを説明できる。 

ヒープ，ヒープソートを説明できる。 

シェルソート，シェーカーソートを説明できる。 

クイックソートを説明できる。 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説 

6. アルゴリズムの設計手法 

分割統治法 

グリーディ法 

動的計画法 

バックトラック法 

分枝限定法 

間違った問題の正答を求めることができる。 

 

分割統治法，マージソートについて説明できる。 

グリーディ法について説明できる。 

動的計画法について説明できる。 

バックトラック法について説明できる。 

分枝限定法について説明できる。  

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説 

7. 文字照合アルゴリズム 

基本的なアルゴリズム 

KMP 法 

BM 法 

 

 

間違った問題の正答を求めることができる。 

 

もっとも基本的なアルゴリズムを説明できる。 

KMP 法による文字照合について説明できる。 

BM 法による文字照合について説明できる。 

 

 

 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験  

30 
答案返却・解答解説 

 

間違った問題の正答を求めることができる。 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 確率・統計 （ Probability and Statistics ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 生産システム工学 
情報 

コース 
履修 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 高橋 直樹   （内線 6447，   E-mail: takahasi ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

確率と統計は大量のデータを処理する際に幅広く利用されている。画像処理や情報通信の分野においても

確率や統計の知識は不可欠なものとなっている。本講義では、確率と統計の基礎的性質を理解し、具体的な

問題に応用できることを目標とする。前半は基礎知識を学習し、後半はデータの整理(データから回帰曲線を

求める)と母数推定および検定を扱う。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 確率・統計 高遠 節夫 大日本図書 

補助教材等 未定 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 80       80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

この講義は 2 年生までに学習した数学が必要となる。数学に関して不安がある学生は十分に復習することを推奨する。 

前提とする知識：数学(初等関数、数列、微積分) 

関連する知識：情報数学、情報理論、符号理論、システム工学、ヒューマンインターフェース、 

生産システム管理経営概論、実験科目(測定データの整理) 

 

成績評価方法は以下のとおりとする。 

 総合評価=(前期中間試験+前期期末試験+後期中間試験+学年末試験)×0.25 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 0.ガイダンス(2h) 全体の流れを理解できる。  

2 1.確率(12h) 順列・組み合わせが計算できる。 

確率の基本性質を説明できる。 

余事象、加法定理、排反事象を説明できる。 

乗法定理を用いて確率を計算できる。 

事象の独立を説明し、独立事象の確率を計算できる。 

ベイズの定理を用いて条件付き確率が計算できる。 

 

3 コア I数学 確率・統計  

4   

5   

6   

7   

8 前期中間試験 

9 返却・解答解説 間違った問題について正解を答えることができる。  

10 2.確率分布(12h) 確率変数と確率分布が説明できる。 

各種分布関数(二項分布・ポアソン分布・一様分布・

正規分布他)が説明できる。 

各種分布を用いて確率が計算できる。 

 

11 コア I数学 確率・統計  

12   

13   

14   

15   

 前期期末試験 

16 返却・解答解説 間違った問題について正解を答えることができる。  

17 3.データの整理(12h) １次元のデータを整理し、平均・分散・標準偏差を求

めることができる。 

２次元のデータを整理し、相関係数・回帰曲線を求め

ることができる。 

 

18 コア I数学 確率・統計  

19   

20   

21   

22   

23 後期中間試験 

24 返却・解答解説 間違った問題について正解を答えることができる。  

25 4.推定と検定(12h) 標本集団、母集団を説明できる。 

中心極限定理を説明できる。 

点推定、区間推定を説明できる。 

仮説検定、有意水準を説明できる。 

各種検定(t 検定χ2検定)を説明できる。 

 

 

26   

27   

28   

29   

 学年末試験  

30 返却・解答解説 間違った問題について正解を答えることができる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 応用プログラミング A （Applied Programming A） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第３学年 生産システム工学科 情報コース 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

プログラミング入門、プログラミング基礎での学習目標を達したことを前提とし、機能の高い実用プログラム

を作成する際に必要とされる体系的な知識と総合力を身につける。 

 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 内田智史監修 C言語によるプログラミング応用編第 2版 （オーム社） 

補助教材等 
坂村健監修 T-Kernel 組込みプログラミング強化書 （パーソナルメディア） 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60    40   100 

知識の基本的な理解 30    10   40 

思考・推論・創造への適用力 30    20   50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
    10   10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

C 言語の文法に対する理解を前提とする。実用的なプログラム、とりわけ組込み系のプログラミングを作成するために必要な

知識を習得し、演習を行う。授業にあたって、あらかじめ該当するトピックについて教科書等に目を通しておくこと。 

関連する科目は、プログラミング入門、プログラミング基礎、コンピュータアーキテクチャ基礎、アルゴリズムとデータ構造など 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（0.5h） 

C 言語の基礎（復習） 

科目の位置づけ、必要性、到達目標および留意点を理解

できる 
 

2 分割コンパイルとマクロ 

・プログラムの作成 

・分割コンパイル 

・定義・宣言とその適用範囲 

・前処理指令（マクロ） 

大きなプログラムをモジュールごとに分割して作成する手

法、手順を理解し、実践できる 

 3 

4 

5 さまざまな関数とライブラリ 

・再起関数 

・可変引数 

・ライブラリの概念と作成法 

ライブラリの概念を理解し、ソフトウェア部品としてライブラ

リを作成できる 

 6 

7 

8 前期中間試験  

9 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

10 ポインタと動的メモリ 

・メモリ、さまざまなポインタ 

・動的メモリ領域 

・コマンドラインからのパラメータの確保 

ポインタの活用法を理解し、動的メモリを駆使したプログラ

ムを作成できる 

 11 

12 

13 ビット処理 

・ビット処理の役割 

・ビット演算とビットフィールド 

ビット処理を理解し、その演算ができる 

 
14 

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

16 数値解析 

・データ型の最大値と最小値 

・計算誤差 

・連立一次方程式と行列計算 

数値解析プログラムを作成する時、留意すべき点を説明

できる 

 17 

18 

19 マルチタスクプログラミング 

・マルチタスクの概要 

・タスク間同期通信 

・プロセスの生成と処理 

・プロセスの入出力 

マルチタスクを理解し、そのプログラミングにあたって留意

すべき点を説明できる 

 
20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

25 割り込み 

・割り込みの概要 

・割り込みハンドラとデバイスドライバ 

割り込みの役割を理解し、割り込みに応答したプログラム

の動作を説明できる  
26 

27 本格的なプログラミングとデバッグ 

・ソフトウェア開発 

・よいプログラムとは 

・デバッグとその手順 

ソフトウェア開発におけるプログラミングの役割を理解し、

よいプログラムとは何かを説明できる 

バグを発見し、それを取り除くための手順、ツールの使い

方を説明できる、 

 28 

29 

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 


